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本
会
会
員
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
当
会
の
国
内
外
に
お
け
る
総
合
的
な
発
展
に
多
大
な
ご
尽

力
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
七
回
定
時
社
員
総
会
で
報
告
い
た
し
ま
し
た
今
年
最
大
の
主

催
行
事
は
、
本
会
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
と
し
て
第
六
回
世
界
武
徳
祭
・
第
五
十
八
回
全

国
武
徳
祭
を
開
催
す
る
事
で
し
た
。
そ
し
て
、
本
年
度
四
月
に
世
界
各
国
か
ら
二
十
六
カ
国

約
六
百
名
、
並
び
に
日
本
全
国
か
ら
の
本
会
会
員
と
多
く
の
招
聘
団
体
・
見
学
者
を
含
め
約

一
〇
〇
〇
名
が
参
加
さ
れ
る
日
本
国
で
最
大
の
伝
統
武
道
文
化
の
祭
典
が
京
都
旧
武
徳
殿
で
実

施
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
中
国
を
発
生
元
と
し
て
世
界
各
国
に
拡
散
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
も
た
ら
す
公
衆
衛
生
上
の
危
険
性
の
為
、
三
月
初
旬
に
お
い
て
当
会
は
や
む
な
く
こ

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
来
年
度
に
延
期
す
る
判
断
を
致
し
ま
し
た
。
世
界
各
国
か
ら
の
参
加
者

は
数
十
カ
所
の
空
港
経
由
地
を
使
用
す
る
為
、
複
合
感
染
の
リ
ス
ク
は
高
く
、
日
本
国
内
に
お

い
て
も
そ
の
感
染
経
路
を
含
め
多
く
の
不
確
定
な
不
安
材
料
が
存
在
し
て
い
る
中
で
、
国
際
的

な
行
事
を
開
催
す
る
事
は
予
期
せ
ぬ
リ
ス
ク
を
伴
う
事
と
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

世
界
の
メ
デ
ィ
ア
が
過
剰
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
の
問
題
は
、
必
然
的
に
色
ん
な
観
点
か
ら
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
察
し
ま
し
た
。
既
に
多
く
の
準
備
事
項
が
進
展
し
て
い
た
中
で
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
至
極
で
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で
も
当
会
会
員
か
ら
感
染

者
を
出
さ
な
い
為
に
は
必
要
な
措
置
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

現
在
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
Ｃ
Ｄ
Ｃ
国
立
伝
染
病
研
究
所
や
世
界
の
医
療
研
究
機
関
が
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
遺
伝
子
構
造
の
培
養
解
析
を
進
め
防
御
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
な
ど

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
が
、
的
確
な
臨
床
実
験
に
至
る
ま
で
に
相
当
な
日
数
が
か
か
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
W
H
O
が
既
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
、
即
ち
世
界
的
流
行
を
発
信
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
の
問
題
の
収
束
に
は
世
界
各
国
が
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
な
け
れ
ば
解
決
の
め

ど
は
さ
ら
に
遅
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
武
徳
殿
の
狭
い
限
ら
れ
た
空
間
で
一
人
で
も
ウ
イ
ル
ス
保
菌
者
や
潜
伏
期
間
中
の

感
染
者
が
存
在
す
れ
ば
大
き
な
公
衆
衛
生
上
の
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。
こ
の
新
型
病
原
体
に
対

す
る
情
報
不
足
と
そ
れ
に
準
じ
た
適
切
な
対
応
策
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
現
状
は
、
戦
略
な
き

無
防
備
な
状
態
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
先
の
先
を
取
り
損
ね
た
ら
後
の
先
で
対
応
す
べ
き
で
す

が
、
想
定
外
の
危
機
に
直
面
し
た
場
合
、
先
を
取
る
方
向
性
が
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
常
に
後
手

に
回
り
現
実
の
壁
に
翻
弄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
今
回
の
社
会
的
公
衆
衛

生
上
の
国
際
問
題
は
単
な
る
因
果
悲
観
論
や
楽
観
的
理
想
論
で
は
解
決
さ
れ
ず
厳
し
い
科
学
的

な
現
実
論
で
、
今
と
未
来
を
見
据
え
て
危
機
管
理
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題
は
、
人
類
の
共
通
の
課
題
と
し
て
政
治
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

差
異
を
乗
り
越
え
た
協
力
体
制
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
共
存
共
栄
の
理
念
を
実
現
す
る
為
に
は
、

現
在
直
面
し
て
い
る
深
刻
な
問
題
を
世
界
の
人
々
と
共
に
考
え
、
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

今
回
の
世
界
武
徳
祭
の
実
現
に
向
け
て
国
内
外
で
三
年
半
に
渡
り
周
到
な
準
備
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
延
期
に
よ
っ
て
生
じ
る
経
済
的
な
損
失
や
諸
般
の
問
題
点
な
ど
は
数
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
全
て
は
参
加
者
の
健
康
に
比
較
す
る
対
象
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。

そ
れ
よ
り
今
回
の
延
期
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
与
え
ら
れ
た
期
間
を
最
大
限
活
用
し
て
さ
ら
に
、

素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
る
よ
う
に
努
力
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
即
ち
、
今
回
の

問
題
は
一
歩
退
い
て
千
歩
前
進
す
る
気
概
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
一
九
九
二
年
に
藤
原
正
晴
理
事
長
を
団
長
と
し
て
訪
米
さ
れ
た
本
部
の
先
生
方

と
共
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
武
徳
祭
に
引
き
続
い
て
、
一
九
九
八
年
に
第
一
回
世
界

武
徳
祭
が
ア
メ
リ
カ
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
市
、
州
立
オ
ー
ル
ド
・
ド
ミ
ニ
オ
ン
大
学

春
号
会
報
指
針

　世
界
武
徳
祭
の
意
義

濱
田

　鉄
心



5 春季号

本
に
お
い
て
そ
れ
を
自
ら
の
体
験
を
通
じ
て
発
見
す
る
事
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
多
く
の

犠
牲
を
払
っ
て
彼
ら
は
遥
々
日
本
に
幾
度
と
な
く
来
日
し
て
き
ま
し
た
。
第
一
回
世
界
武
徳

祭
か
ら
毎
回
参
加
し
て
い
る
国
際
部
の
会
員
も
多
数
お
り
ま
す
。
そ
の
献
身
的
な
精
神
と
努

力
に
敬
意
を
表
さ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
国
際
部
参
加
者
が
目
の
当
た
り
に
す
る
の
は
彼
ら

の
模
範
と
な
る
素
晴
ら
し
い
日
本
の
先
生
方
で
す
。
礼
節
と
規
範
に
則
っ
た
道
場
内
外
で
の

行
動
・
態
度
や
武
徳
殿
で
披
露
さ
れ
る
先
生
方
の
卓
越
し
た
演
武
に
深
い
感
銘
を
受
け
る
事

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
会
の
規
律
あ
る
紳
士
道
が
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
益
々
優
雅

に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

本
会
行
事
に
お
い
て
私
達
が
目
指
し
て
い
る
目
的
は
本
会
創
立
の
趣
旨
目
的
と
一
致
し
て

い
ま
す
。
日
本
伝
統
武
道
の
保
存
継
承
、
国
内
外
で
の
総
合
的
発
展
、
青
少
年
育
成
の
促

進
、
武
道
を
通
じ
て
相
互
理
解
、
国
際
親
善
、
世
界
平
和
へ
の
貢
献
な
ど
が
主
要
目
的
で
す
が
、

こ
れ
ら
を
全
て
含
む
と
同
時
に
現
在
と
未
来
の
本
会
の
組
織
的
発
展
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
近
年
、
特
に
高
齢
化
、
少
子
化
、
そ
の
他
地
域
社
会
学
的
な
問
題
を
含
め
て
会

員
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
会
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
し
て
日
本
全
体
の
傾
向

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
我
々
は
そ
の
流
れ
に
対
し
て
力
強
く
能
動
的
に
対
処
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
武
徳
祭
と
い
う
舞
台
は
国
内
外
に
大
き
な
伝
統
武
道
へ
の
勧
め
と

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
最
上
の
機
会
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。

本
年
度
は
や
む
な
く
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
記
念
す
べ
き
世
界
武
徳
祭
・
全

国
武
徳
祭
が
京
都
旧
武
徳
殿
で
立
派
に
開
催
さ
れ
る
事
を
期
待
す
る
と
共
に
、
こ
こ
か
ら
さ

ら
に
新
し
い
出
発
が
始
ま
る
こ
と
を
祈
願
し
ま
す
。
そ
れ
は
何
事
に
も
ひ
る
ま
な
い
世
界
に

羽
ば
た
く
大
日
本
武
徳
会
の
力
強
い
姿
で
あ
り
、
世
界
に
令
和
武
徳
の
花
の
種
を
蒔
き
、
日

本
と
世
界
中
に
広
め
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
そ
の
植
え
た
種
が
輝
か
し
き
命

の
芽
を
出
し
、
我
が
国
と
世
界
中
に
武
徳
の
花
が
燦
燦
と
咲
き
誇
る
時
代
が
や
っ
て
く
る
事

を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

末
尾
に
本
会
の
内
外
に
お
け
る
発
展
に
、
多
大
な
ご
尽
力
と
貢
献
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
東
伏
見
慈
晃
総
裁
並
び
に
桑
原
兵
充
副
総
裁
を
始
め
と
す
る
、
本
会
会
員
の
皆
様
方
に
心

か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
大
会
に
お
い
て
東
伏
見
慈
晃
総
裁
を
は
じ
め
と

す
る
二
十
数
名
の
錚
々
た
る
本
部
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
、
世
界
十
五
カ
国
五
百
名
近
い
参
加

者
と
共
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
大
会
で
あ
っ
た
事
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
と
同
じ
サ
イ
ク
ル
で
四
年
お
き
に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
第

二
回
世
界
武
徳
祭
が
国
際
部
数
十
カ
国
の
参
加
者
と
共
に
京
都
で
開
催
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
に

は
第
三
回
世
界
武
徳
祭
が
三
十
数
カ
国
総
勢
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
に
第
四
回
世
界
武
徳
祭
が
第
五
十
回
全
国
武
徳
祭
と
同
時
の
記
念

事
業
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
武
徳
殿
内
に
会
員
一
同
の
記
念
石
碑
が
設
置
さ
れ
桑
原
兵
充

理
事
長
の
記
念
石
碑
と
東
伏
見
慈
晃
総
裁
の
石
碑
と
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
植
樹
や
前
総
裁
の
記
念

石
碑
な
ど
が
建
立
さ
れ
た
歴
史
的
な
大
会
行
事
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
年
の
十
二
月

に
本
会
は
歴
史
的
な
法
人
化
を
果
た
し
新
し
い
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
と
し
て
の
道
程

を
歩
む
事
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
に
は
第
五
回
世
界
武
徳
祭
が
国
際
部
二
十
数
カ
国
の

参
加
と
共
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
貴
重
な
感
動
が
生
ま
れ
、
そ
の
記
念
開
会
式
に
お
い

て
彬
子
女
王
殿
下
に
御
臨
席
賜
り
感
動
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
事
は
、
記
憶

に
新
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。

今
年
の
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
開
催
予
定
と
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
流
行
の
為
、
来
年
度
に
延
期
さ
れ
ま
し

た
。
も
と
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
的
祭
典
で
す
が
、
本
会
の
主
催
す
る
世
界

武
徳
祭
は
世
界
的
な
伝
統
武
道
の
祭
典
で
す
。
毎
回
本
大
会
に
お
い
て
日
本
政
府
と
世
界
各
国

の
政
府
高
官
の
方
々
か
ら
多
く
の
素
晴
ら
し
い
祝
辞
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
大
日
本
武
徳
会
が
武
道
を
通
じ
て
世
界
平
和
と
国
際
理
解
の
促
進
に
大
き
な
貢
献
を

し
て
き
た
と
い
う
事
に
敬
意
を
表
す
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
は
そ
の
認
識
を
重
く
鑑
み
会

員
一
人
一
人
の
ご
協
力
の
元
、
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
行
事
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
部
の
参
加
者
が
誇
り
と
す
る
所
以
は
、
彼
ら
が
日
頃
鍛
錬
し
て
き
た
日
本
の
伝
統
武
道

を
歴
史
的
な
旧
武
徳
殿
に
お
い
て
本
会
の
先
生
方
と
共
に
演
武
し
、
そ
の
中
で
忘
れ
が
た
い
感

動
を
分
か
ち
合
え
る
事
で
す
。
さ
ら
に
彼
ら
が
喜
び
と
す
る
の
は
日
本
の
伝
統
武
道
の
神
髄
に

直
接
触
れ
る
事
が
武
道
家
と
し
て
自
ら
の
大
き
な
開
眼
の
学
び
に
結
び
つ
く
事
で
す
。
神
髄
と

い
う
言
葉
の
意
味
を
本
質
の
究
極
的
な
本
質
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
目
指
し
て
い
る
の
は
日



6春季号

 
第
七
回
定
時
社
員
総
会 

及
び

 

第
十
一
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会

日
時
　
令
和
二
年
一
月
十
九
日
（
日
）

場
所
　
京
都
東
急
ホ
テ
ル



9 春季号

第七回定時社員総会



10春季号

第十一回武道執行専門委員会



11 春季号 11春季号

懇　親　会



13 春季号

高
段
者
審
査
会
　
合
格
者

【
空
手
道
・
古
武
道
】

八
段　
　
　
　
　

田　

中　

天　

心

八
段　
　
　
　
　

二　

又　

静　

明



14春季号

 
 
 
 
 
 
 

第 27回 
平安神宮奉納 
古武道演武大会 

 

 

日 時： 令和元年 10月 6日（日） 

     正午 

場 所： 平安神宮「額殿」 

主 催： 一般社団法人 大日本武徳会 



15 春季号

大 会 次 第

◎ 平安神宮祈願参拝　 午前11時30分より

玉　串　拝　礼 濱　田　鉄　心

　　　　　　　❖❖❖ 開　会　式 ❖❖❖　正午　　　　

司　会　進　行 大会進行委員長 藤　井　正　巳

① 開　会　宣　言 大 会 実 行 委 員 長 竹　田　　　豊

② 開　会　挨　拶 大 　 会 　 会 　 長  桑　原　兵　充

③ 演 武 上 の 注 意 大 会 実 行 委 員 長  竹　田　　　豊

④ 祓　い　の　儀 居合道　錬士七段 石　原　朋　英

❖❖❖ 演　　　武 ❖❖❖

＊時間の都合上、演武時間は７分以内とする。試斬り並びに弓術・古武術も7分以内とします。

❖❖❖ 閉　会　式 ❖❖❖

① 納　め　の　儀 居 合 道 　 六 段 岡　田　修　昌

② 講　　　　　評 大会実行副委員長 長　田　順　一

③ 閉　会　挨　拶 大 会 委 員 長  濱　田　鉄　心



17 春季号



18春季号

撮影　齋木泰徳・事務局



22春季号

 
 
 
 
 
 
 

第 4回青龍殿 

 国宝青不動明王 

 奉納古武道演武大会 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

日 時： 令和元年 12月 8日（日） 

午後 1時 

場 所： 青龍殿・大正武徳殿（将軍塚） 

主 催：一般社団法人 大日本武徳会 



23 春季号

大 会 次 第

◎ 青龍殿御祈願　　午後１時より

❖❖❖ 開　会　式 ❖❖❖

司　会　進　行 大会進行委員長 藤　井　正　巳

① 開　会　宣　言 大 会 実 行 委 員 長 上　村　雅　彦

② 　　　礼 国宝青不動明王・国旗・武徳会旗 

③ 開　会　挨　拶 大 会 会 長 東伏見　慈　晃

④ 演 武 上 の 注 意 大 会 実 行 委 員 長  上　村　雅　彦

⑤ 祓　い　の　儀 居合道　範士八段 伊　藤　　　學

❖❖❖ 演　　　武 ❖❖❖

＊時間の都合上、演武時間は７分以内とする。試斬りも７分以内とする。

❖❖❖ 閉　会　式 ❖❖❖

① 納　め　の　儀 居合道　範士八段 市　村　　　章

② 講　　　　　評 大会検証委員長 中　田　浩　大

③ 閉　会　の　辞 大 会 委 員 長 濱　田　鉄　心



25 春季号



26春季号

撮影　齋木泰徳



30春季号

場
所
：
住
吉
武
道
館
（
二
Ｆ
）　

剣
道
場
、
柔
道
場

〒
五
五
八-

〇
〇
四
五

大
阪
市
住
吉
区
住
吉
二-

九-

八
十
九

T
E
L 

〇
六-

六
六
七
八-

二
四
二
二

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
大
阪
府
支
部
武
道
研
修
会

が
令
和
元
年
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
に
大
阪
、
住
吉
大
社

境
内
住
吉
武
道
館
、剣
道
場
、柔
道
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

住
吉
武
道
館
剣
道
場
に
お
い
て
、
村
田
雅
人
支
部
長
の
開

会
の
辞
に
始
ま
り
、
ご
来
賓
公
益
財
団
法
人
住
吉
名
勝
保
存

会
住
吉
武
道
館
館
長
、
東
郷
信
行
先
生
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

温
か
い
励
ま
し
の
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
理

事
山
本
楠
城
先
生
の
丁
重
な
る
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

さ
て
、
演
武
は
神
田
派
虚
心
流
居
合 

佐
野
晃
一
先
生
の

祓
い
の
儀
に
始
ま
り
、
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
道 

村
田
雅

人
大
誠
会
一
門
の
演
武
を
皮
切
り
に
一
般
演
武
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
森
内
一
蔵
先
生
並
び
に
そ
の
ご
一
門
に
よ

る
神
伝
円
心
流
組
討
兵
法
な
ら
び
に
唐
手
の
演
武
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
神
事
を
も
併
せ
た
迫
力
あ
る
演
武
に
感
銘
を
覚
え

ま
し
た
。
続
い
て
、
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
兵
法
な
ら
び
に

神
道
夢
想
流
杖
術
が
樋
口
友
視
先
生
誡
慧
塾
ご
一
門
に
よ
る

清
々
し
い
立
派
な
演
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
無
双
直

伝
英
信
流
居
合
道
尾
ノ
上
克
己
先
生
の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
立
派
な
演
武
に
驚
嘆
致
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
素
心
流
居

合
抜
刀
術
宮
園
國
男
先
生
の
見
事
な
試
斬
に
息
を
の
む
思
い

圧
巻
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続
い
て
佐
野
晃
一
先
生
の
神
田
派

虚
心
流
居
合
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
柔
ら

か
い
立
派
な
居
合
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
山
本
楠
城
先
生
ご
一
門
に
よ
る
虚
心
流
居
合
剣

法
な
ら
び
に
居
合
道
組
形
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の

よ
う
に
誠
に
立
派
な
演
武
い
つ
も
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
団
体
演
武
の
最
終
に
無
双
流
居
合
剣
術
太
田
先

生
ご
一
門
の
多
数
の
方
々
の
立
派
な
演
武
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
演
武
の
最
後
は
広
島
県
支
部
広
島
柳
生
会
藤
江
成

美
先
生
ご
一
門
の
特
別
参
加
に
よ
る
第
一
、三
学
円
の
太
刀
、

第
二
、
試
合
勢
法
中
段
十
四
勢
法
柳
生
、
第
三
、
飛
燕
の
太

刀
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
立
派
な
迫
力
あ
る
演
武
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
は
誡
慧
塾
初
段
昇
段
審
査
一
名
を
行
い
合
格

と
判
定
致
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
参
加
者
数
三
十
六
名
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
の
発
展
と
各
位
の
武
徳
に

栄
光
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
乱
文
ご
容
赦
下

さ
い
。

令
和
元
年

　大
阪
府
支
部

　
　武
道
研
修
会
開
催
さ
る

　村
田

　雅
人

大
阪
府
支
部
長

支
部
だ
よ
り
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